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１．昨年後半以降の中国の景気・政策動向 

(1) 2021 年から 2022 年 1－3 月期までの動き 

中国政府は 2020 年のコロナを武漢の第一波のみで抑え、同年、主要国では異例の GDP

前年比プラス成長を実現しました。しかしながら、2021 年に入ると「共同富裕」の概念を

強く打ち出し、不動産デベロッパーへの貸出総量規制、「投機的な」不動産取引の抑制、ア

リババなどプラットフォーマー1への締め付け、学習塾の非営利化、カーボンピークアウト・

カーボンニュートラル実現のための製造業向け節電要請などを強力に推し進めました。 

【図 1】米国上場中国銘柄（ADR）の推移（2021 年 5 月＝100） 

                         
1 インターネット上で小売り・情報交換などのための基盤（プラットフォーム）を提供する企業 

当事務所においては、昨年度、中国における節電対応、不動産会社の経営問題などにつき、上海レポー

ト等にてご紹介しました。それ以降、中国経済は減速傾向を見せ、中国政府の方針は昨年夏ごろと比較し

て景気配慮型へ移行し、昨年の諸施策についても、一部軌道修正が図られています。一方で、足元におい

て、コロナの再燃、ロシア・ウクライナ戦争という新たな問題も浮上しております。 

そこで本稿においては、2022 年上期中国情勢アップデートとしまして、昨年以降の中国の政策動向や中

国政府の 2022 年度予算、その他各トピックスにつきご説明いたします。 
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アリババ（プラットフォーマー） 新東方（教育）

（Bloomberg より当事務所作成） 

 2021年後半の景気減速を受けて、中国政府は昨年強化した諸規制を一部緩和 

 中国政府は積極財政に転換するも、オミクロン株の感染拡大やロシア・ウクライナ戦争と

いう新たなマイナス材料が浮上 

 2020年とは環境が異なり、2022年後半のV字回復は困難か 

 

 

 

こちらは信用金庫とそのお取引先向けとさせて頂いております。 

ご覧になりたい場合は、お近くの信用金庫（検索はこちら）までご相談ください。 
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https://www.shinkin-central-bank.jp/cgi-bin/s/index.cgi
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